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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。

＜連絡事項＞

・１０月３日（月）、Ｘ線検査（胸部Ｘ－ｐ、頭部ＣＴ）を実施予定です。対象患者様は次の通りとなっています。杉澤　恵子様、和田　昌様、木村　格治様、沼端　恵子様、若松　澄子様

・定期検査を１０月１１日（火）から実施予定ですので、準備をお願いします。

・転倒、転落アセスメントスコアシートで危険度Ⅲの患者様は島浦　美千男様、住吉　鉄男様、外山　尚武様、棟方　直浩様、坪　邦俊様、柳杭田　かつ子様、水梨　孝純様、大久保　美津子様、杉澤　恵子様、吉田　光良様、丹内　栄子様の１１名となっています。引き続き、転倒、転落に十分に注意し、見守りしていきましょう。また、中村　寿昭様、前沢　良一様、昆　善三様の担当スタッフは、スコアシートの入力をお願いします。

・Ａユニット各部屋に設置されていたチェストを使用していない患者様多く、また、乱雑さ目立っていた為、個室以外のチェストを回収し、倉庫に収納しています。患者様の私物はベット上の棚に収納して頂いています。適切な私物管理が行えるよう、随時介入、指導を行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧夫様～１０月４日（火）16:00～16:30、東病棟休憩室または本人の個室にて、心理検査（ＭＭＳＥ、ＨＤＳ－Ｒ）を実施予定です。

・木村　格治様～本日歯科受診し、抜歯した為、夕食より粥・キザミ食へ食事形態変更となっています。

・清水　徹様～点眼薬の希望ありＡＺ点眼液処方となっています。

・吉田　光良様～右肩痛続いている為、アスモロール１Ｐ処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・大橋　稔様～首が徐々に下がってきており、歩行時も１ｍ先を見る事が出来ない状態となって

います。状態観察し、来週の診察時、主治医へ情報提供していきましょう。

・前沢　良一様～女性スタッフの介入に対し、拒否や反応を示さない事多く、男性スタッフで対応しています。現在、Ａユニット内は認知症の患者様が多い為、他者とのトラブルに注意し、観察していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・赤石　陽介様～主治医は１０月中を目処に措置解除の方向で考えているとの事。些細な事で精神症状不安定となる可能性もある為、安定した生活が送れる様、サポートしていきましょう。

・斉藤　仁和様～措置解除を強く希望していますが、主治医より、手の振るえを抑える事が先決である事、その後措置解除、外泊訓練実施し退院に繋げていきましょうと説明あり、本人了承されています。障害年金の受給は拒否しており、理由について「仕事をする気が無くなるから。」「もらわなくても仕事をする場所があるから。」「年金をもらっている事で職場をクビになると他の患者から聞いたから。」と話されています。自身の病気を認めたくないという思いも伺える為、個別での疾病教室も今後検討していく事としています。

・渡部　亨様～急激な体重の減少（入院時：87.56kg→現在：77.3kg）見られています。朝食も残

食し、熱心にウォーキング行っている為、理由問うと「早く痩せて標準体重にな

り、カロリーの多い食事が食べたいから。」「どうせ家へ帰ったら食べるのを我慢

できず太るから。」等、理屈に合わない内容を話されています。本日血圧も低値で

あり、身体状況は良くないと思われる事を説明しています。引き続き、身体症状

の観察と、ウォーキング時転倒等ない様、見守り・介入を行っていきましょう。

・小平　祐子様～Ｂユニットへ移動後も、長時間の睡眠時間は確保できていない状況です。眠剤も増薬となっていますので、引き続き、睡眠状況の観察を行っていきましょう。

＜精神保健福祉学会発表原稿進歩報告＞

・精神科領域におけるアロマセラピーを用いた夜間のリラクゼーション効果の取り組み

　→発表原稿の作成終了、６分以内にまとめている。

・閉鎖病棟における患者様への喫煙介入～自己効力感評価尺度を用いて～

　→現在作成中。






















